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2020年 3月吉日 

 

第 13 回岩手看護学会学術集会 

会長 佐藤 悦子  

（岩手医科大学附属病院 看護部長） 

 

第 13 回岩手看護学会学術集会におけるご協力のお願い 
 

謹啓 貴社におかれましては益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。 

このたび、第13回岩手看護学会学術集会を2020年10月31日（土）、岩手医科大学の大堀記念講堂で

開催させていただくこととなりました。第13回の大会長を拝命し大変光栄に存じます。このような大

役をつとめさせていただくことは、ひとえに関係者の皆様のご支援の賜物と心より感謝申し上げま

す。 

 第13回岩手看護学会学術集会のメインテーマは、「看護の技が織りなすソーシャル・イノベーショ

ン」です。ソーシャル・イノベーションは社会変革と訳され、未来を拓く社会的価値の創造を表す言

葉として用いられています。 

現在、日本は、高齢化、医療費の増大、社会構造の変化などの要因により、看護職の生き方が多様

化しており、キャリアステージは、「病院で働く看護職」、「地域で働く看護職」、「教育者として

の看護職」、「専門性を追求する看護職」等へと大きく変わってきております。そして、看護の技は

多岐に広がり続けており、病院で働く看護職だけを前提としない、新しい方向性の教育が始まってい

ます。その中で看護職は、キーパーソンとしてチーム医療の要となるとともに、患者の生活と必要な

医療をつなぎ、誰よりも近くで患者を支える存在となっています。だからこそ、看護の本質を問い、

人々の信頼にこたえる専門職ならではの看護の実践を行うことこそ、今、求められています。 

本学術集会では、基調講演として、岩手医科大学看護学部 教授 嶋森好子氏に、「社会的価値を

高める看護の質の保証」と題し、ご講演していただきます。また、特別講演では、医療法人大誠会 

内田病院 認知症看護認定看護師の小池京子氏に、「これから求められる高齢者看護の技」と題し

て、ご講演していただきます。これらの講演から、参加者の皆様一人ひとりが、日々、織りなす看護

の技について考える時間を共有したいと考えています。本学術集会において、臨床や看護教育等に携

わる看護職が、さらなる看護の質向上のために、日頃の看護実践の成果を発表するとともに、看護の

発展に向けて議論を交わす意義深い集いとなるよう願っております。相互に刺激しあい、新たな発信

ができる機会になることを期待し、関係者一同準備を進めています。 

つきましては大変恐縮ではございますが、ご賛同いただける企業・団体の皆様に本学術集会へのご

協力をお願いする次第です。第 13 回岩手看護学会学術集会を開催するにあたり、本学術集会の趣旨

をご理解いただき、ご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

末筆ながら、貴社の益々のご発展をお祈り申し上げます。 

 

謹白 
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開催概要                                           
 

1. 会議名称 

第 13 回岩手看護学会学術集会 

 
 

2. 主催 

岩手看護学会 

 
 

3. 会長 

会長  佐藤 悦子（岩手医科大学附属病院 看護部長） 
 

4. 会期 

2020 年 10月 31 日(土) 

 

5. 会場 

岩手医科大学 大堀記念講堂、西講義実習棟 

〒028-3694 岩手県紫波郡矢巾町医大通一丁目1番1号  TEL：019-651-5111 

 

6. 大会テーマ 

 看護の技が織りなすソーシャル・イノベーション  

 

7. 会議の目的と開催意義 

岩手学会は、2007 年に岩手県立大学の卒業生や研究科修了生と地域の看護職者が共に学術的な研

究活動ができる場として発足しました。その後、岩手県内には、看護系大学や看護専門学校も増

え、益々、教育と臨床の場にいる看護職が連携し、セミナーや研究活動等を通して、岩手の保健・

医療・福祉の発展に寄与することが求められています。 

小規模な学会ではありますが、顔の見える関係が作りやすく、対象者の看護を様々な立場から一

緒に考える機会や一緒に学ぶ機会がもちやすいという利点があります。 

第 13回岩手看護学会学術集会では、【看護の技が織りなすソーシャル・イノベーション】をテーマ

としています。看護職の活躍する場が多様化し、それぞれの場で看護の技を用いて現場の改革や看 

護の改革を行うことが求められています。本学術集会への参加により、岩手県の臨床や看護教育等

に携わる看護職が、さらなる看護の質向上のために、日頃の看護実践の成果を発表するとともに、

看護の発展に向けて議論を交わす意義深い集いとなるよう願っております。 

 

8．開催計画の概要 

月日 プログラム予定 

10月 31日(土) 会長講演、基調講演、特別講演、一般演題発表（口演、示説）企業展示等 

 

9. 参加予定者 

約 300 名（招待者含む） 
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10. 第  13 回岩手看護学会学術集会 企画委員一覧 

会長 

佐藤 悦子（岩手医科大学附属病院 看護部長） 

 
企画委員（五十音順） 

安保  弘子  （岩手医科大学附属病院看護部） 

伊藤  奈央  （岩手医科大学附属病院高度看護研修センター） 

内海  香子  （岩手県立大学看護学部） 

尾無  徹    （岩手県立大学看護学部） 

蛎崎  奈津子（岩手医科大学看護学部） 

小嶋  美沙子（岩手県立大学看護学部） 

佐藤  奈美枝 (岩手医科大学看護学部） 

佐々木 恵   （盛岡赤十字病院看護部） 

髙橋  亮    （岩手県立大学看護学部） 

竹内  可愛  （岩手医科大学附属病院看護部） 

武智  満  （岩手県立中央病院看護部） 

舘林  淑子  （岩手医科大学附属病院看護部） 

田村  聖子  （岩手医科大学附属病院看護部） 

千葉  励子  （岩手医科大学附属病院看護部） 

中野  千恵子（岩手県立大学看護学部） 

野里  同     (岩手医科大学看護学部） 

細川  舞    （岩手県立大学看護学部） 

松川  久美子（岩手県立大学看護学部） 

三浦  奈都子（岩手県立大学看護学部） 

村上  尚子  （盛岡市立病院看護部） 

 

 

11. 本学術集会に関するお問い合わせ先 

第  13 回岩手看護学会学術集会 運営事務局 

〒020-0693  岩手県滝沢市巣子152-52 岩手県立大学看護学部 
電話:019-694-2242 FAX: 019-694-2201 
E-mail：13isns@isns.jp 
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12．収支予算 
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募金募集要項                                           

1. 募金名称 

第 13 回岩手看護学会学術集会 

 

2. 募金期間 

2020年 3 月 16 日(月)～2020年 5 月 29 日(金) 

 

3. 寄付金の用途 

2020 年  10 月  31 日(土)、岩手県矢巾町にて開催される、第 13 回岩手看護学会学術集会の準備運営および関

連諸行事等の費用に充当させていただきます。 

 

4. 申込方法 

本学術集会の趣旨にご賛同いただける場合は、学術集会ホームページ より必要事項を記入の

後、お申込み下さい。 

 

5. 振込先 

銀行名：ゆうちょ銀行 

口座番号：０２２００－９－１４４３７１ 

口座名：第 13 回岩手看護学会学術集会 

 

6. 税法上の取扱い 

免税措置はありません。 

 

7．キャンセル料金 

申込み期限(2020年 5 月 29 日(金))を過ぎてのキャンセルに伴う、寄付金の払い戻しは一切致し

かねますので、ご了承ください。 

 

8．申込み方法 

大会ホームページ にてお申し込みをお願い申し上げます。 
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広告募集のご案内(プログラム抄録集)                                 

1. 内容 

プログラム抄録集広告(A4 判、250 部(予定)) 

 

2. 抄録集発行 

予算 16万円 （税込） 

 

3. 広告料金 

掲載箇所 掲載料 募集口数 

表 4 裏表紙 20,000 円 1 口 

表 3 裏表紙の裏 10,000 円 1 口 

表 2 表表紙の裏 10,000 円 1 口 

本文 1 頁 8,000 円 8 口 

本文 1/2 頁 5,000 円 10 口 

(掲載ページの割振りは運営事務局一任となります。上記は全て税込です。) 

 

4. 募集社数：21社 

 

5. 申込み期限 

2020 年 5月 29 日(金) 

 

6. 振込先 

銀行名：ゆうちょ銀行 

口座番号：０２２００－９－１４４３７１ 

口座名：第 13 回岩手看護学会学術集会 

 

7. キャンセル料金 

2020 年 7 月 1 日(水)を過ぎてのキャンセルに伴う、広告料金の払い戻しは一切致しかねますの

で、ご了承ください。 

 

8. 申込み方法 

大会ホームページ にてお申し込みをお願い申し上げます。 

 

9. お申込後のスケジュール(予定) 

1）2020年 ６月初旬 採否通知と掲載料の請求書を書面にてご連絡いたします。 

2）2020年 ６月中旬 広告原稿入稿に関するご案内をメールにてお送りいたします。 

3）2020年 ７月初旬 広告原稿入稿 
 

10.その他 

申し込み後のキャンセルによる返金は致しかねます。領収書は銀行の振込控えをもって代えさ

せていただきます。期間までにご入金がない場合、協賛取消とさせていただくことがありま

す。 
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出展のご案内                                        

1．名称 

第 13 回岩手看護学会学術集会 付設展示会 

 

2．展示会スケジュール (予定) 

搬入 2020 年 10月 31 日(土) 8：00～ 

展示 2020 年 10月 31 日(土) 9:00～16:30 

搬出・撤去 2020 年 10月 31  日(土) 16:30～17:30 

 

3．会場 

岩手医科大学大堀記念講堂ホワイエ 

(展示小間の割振りは運営事務局一任とさせていただきます。) 

 

4．出展料金 

10,000 円/1本(税込) 

 

5．展示机 1 本のサイズ 

W1,800mm×D600mm×H700mm を予定しております。 

バックパネルや社名版はございません。 

※机以外の備品はございませんので予めご承知おき下さい。 

 

6．小間あたりの企業展示仕様について 

床面への直接工作（ガムテープ、アンカー、ボルト等）は不可です。 

パンチカーペット等を床に接着することもできません。 

 

7．出展企業様へのご案内 

1）給排水：水、プロパンガスなどの火気、危険物の使用はご遠慮下さい。 

2）出展物：出展対象に記載された範囲のもの、及び主催者の認めたものとします。 

3）医薬品医療機器等法の展示について：申請書類をご提出頂きます。 

詳細は学術集会運営事務局にお問い合わせください。 

4）外国出展物：展示場は保税展示場とはいたしません。海外からの出展物は、国内貨物として

出展するか、または ATA カルネの制度をご利用ください。 詳細は運営事務局にお問い合わせ

ください。 

 5）出展物の販売の禁止：会期中現金と引換に出展物を引き渡すことは禁止いたします。 

但し主催者が認めたものは、限定的に許可する場合があります。 

6）会場の管理：会場及び出展物の保全については、最善の保護と管理にあたりますが、天災そ

の他の不可抗力による事故、盗難、紛失、及び小間内における人的災害の発生については責任

を負いません。 

7）会場・会期・開場時間の変更：やむを得ない事情により会場、会期及び開場時間を変更す

る場合があります。この変更を理由として出展申込を取り消すことはできません。またこれ
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によって生じた損害は補償いたしません。 

 

7．申込期限：2020  年  5 月  29 日(金)まで 

 

8．申込･問合せ先について 

学術集会ホームページ にてお申し込みをお願い申し上げます。 

 

9．お申込後のスケジュール 

1）2020年  6月中旬 採否通知と協賛費の請求書を書面にてご連絡いたします。 

2）2020 年  6 月下旬 小間割、手引きをメールにてお送りいたします。 

※電気使用や追加備品に関しましては手引きにてご案内いたします。 

※運営事務局での手配は実費の他に所定の手配手数料 10%がかかることをご了承下さい。 

 

10．キャンセル料金 

2020 年 7 月 1 日(水)を過ぎてのキャンセルに伴う、展示料金の払い戻しは一切致しかねますの

で、ご了承ください。 

 

11．振込先 

銀行名：ゆうちょ銀行 

口座番号：０２２００－９－１４４３７１ 

口座名：第 13 回岩手看護学会学術集会 
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全体に関わるご案内                                             

1． 企業活動と医療機関等の関係の透明性ガイドラインについて 

製薬企業の活動における医療機関等との関係の透明性・信頼性向上のため、医療機関及び医療

関係者等に対する研究費、寄附、交流等の支出に関係する情報を製薬企業が自社のウェブサイトで

公開することに伴い、 各社が当学術集会に対して行う協賛費用の支払いに関し、各社ウェブサイト

で公開されることに同意します。 

 

2． 領収書は銀行の振込控えをもって代えさせて頂きます。 

 

3． 期日までにご入金がない場合、協賛取消とさせていただくことがございます。 

 

 


